
規

則

告

示

福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
四
十
五
号

福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則(

昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
百
十
四
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中｢

第
二
十
条｣

を｢

第
十
九
条｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中｢

第
十
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
十
一
条
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
削
り
、
第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中｢

被
免
除
者｣

を｢

授
業
料
の
免
除
を
受
け
た
者(

以
下｢

被
免
除
者｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
九
号
様
式
中｢

(第
16条
関
係
)
｣

を｢
(第
15条
関
係
)
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
授
業
料
免
除
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

福
島
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

結
核
予
防
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療

機
関
か
ら
当
該
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

開

設

者

廃
止
年
月
日

医
療
法
人
薄
井
小
児

須
賀
川
市
池
上
町
一
二
三

医
療
法
人
薄
井
小

平
成
一
九
年
一
月
一
七
日

科
内
科
医
院

児
科
内
科
医
院

福
島
県
立
リ
ハ
ビ
リ

福
島
市
飯
坂
町
字
原
口
三

福
島
県

同

三
月
三
一
日

テ
ー
シ
ョ
ン
飯
坂
温

番
地

泉
病
院

福
島
県
立
猪
苗
代
病

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
大
字
千

同

同

院

代
田
字
中
島
二
六
番
地
の

二

(

健
康
衛
生
領
域
医
療
看
護
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
九
二

告

示

○
結
核
予
防
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
を

廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

二
九
二

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
新
設

の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
九
二

○
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
の
発
見
に
つ
い
て

届
出
が
あ
っ
た
件

二
九
三

○
国
土
調
査
法
に
よ
る
基
本
調
査
を
実
施

す
る
件

二
九
三

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨

通
知
が
あ
っ
た
件
三
件

二
九
四

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
件

二
九
四

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
三
件

二
九
五

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

二
九
六

公

告

○
平
成
十
九
年
度
福
島
県
職
員
採
用
選
考

予
備
試
験
を
実
施
す
る
件

二
九
六

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

二
九
七

○
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取

引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
公

開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
件

二
九
七

○
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
変
更
事
前
協

議
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
公
告
す
る

件

二
九
八

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
指
定
自
立

支
援
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

二
九
八

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
指
定
相
談

支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
件

三
〇
一

福
島
県
公
安
委
員
会

○
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
実
施

す
る
件
二
件

三
〇
二

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
報
告
が

あ
っ
た
件

三
〇
五

正

誤

○
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
付
け
号
外
第

二
十
四
号
中

三
〇
五



模
小
売
店
舗
の
新
設
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
及
び
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
添
付
書
類
を
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
同
年
八
月
十
三
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商

工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商

工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
郡
山
市
商
工
労
政
部
商
工
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

サ
ン
キ
郡
山
店

郡
山
市
大
槻
町
字
前
畑
十
六
番
地
ほ
か

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏

名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者

名
称

株
式
会
社
ア
ベ
ン
ト
ー
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役
社
長

齋
藤

雅
彦

住
所

郡
山
市
土
瓜
一
丁
目
百
九
十
五
番
地
の
二

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者

名
称

株
式
会
社
三
喜

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

八
木
下

眞
司

住
所

千
葉
県
柏
市
中
央
町
二
番
八
号

三

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
十
九
年
十
二
月
三
日

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

二
千
五
百
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

五

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

１

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

一�

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

二�

収
容
台
数

百
台

２

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

一�

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

二�

収
容
台
数

七
十
四
台

３

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積

一�

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

二�

面
積

八
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル

４

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

一�

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

二�

容
量

十
六
立
方
メ
ー
ト
ル

六

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

一�

開
店
時
刻

午
前
十
時

二�

閉
店
時
刻

午
後
九
時

２

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

３

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

一�

数

三
か
所

二�

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

４

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

七

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
四
月
二
日

(
｢

別
紙
図
面｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号)

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
が
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
と
な
っ
た
こ
と
の
発
見
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

病

名

畜

種

患
畜
及
び
疑
似

発
見
頭
数

発
見
の
場
所

発
見
年
月
日

摘

要

患
畜
の
区
分

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

一
頭

双
葉
郡

平
成
十
九
年

命
令
殺

四
月
三
日

ヨ
ー
ネ
病

牛

疑
似
患
畜

二
頭

福
島
市

平
成
十
九
年

再
検
査

四
月
三
日

(

生
産
流
通
領
域
衛
生
飼
料
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
本
調
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

国
土
調
査
と
し
て
指
定
さ
れ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
三
月
二
十
九
日

二

調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

福
島
県

三

調
査
地
域
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測
量
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号)

第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

大
臣
が
刊
行
し
た
五
万
分
の
一
の
地
形
図
の
只
見(

福
島
県
の
区
域
に
限
る
。)

の
図
幅
内
の
地
域

四

調
査
期
間

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

(

農
村
整
備
領
域
農
地
管
理
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

南
相
馬
市
鹿
島
区
上
栃
窪
字
浜
井
場
一
〇
〇
・
一
〇
二(

以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。)

、
一
〇
一
、
字
宮
後
九
五
・
一
〇
一
・
一
〇
二(

以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。)

、
九
七
、
一
〇
四
、
栃
窪
字
石
崎
三
二
、
三
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

一�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
相
馬
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ
及
び
南
相
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

相
馬
郡
新
地
町
駒
ヶ
嶺
大
沢
北
一
の
三
五

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

一�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
新
地
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
領
域
治
山
対

策
グ
ル
ー
プ
及
び
新
地
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

相
馬
市
山
上
字
並
木
三
四
一
の
一
、
字
新
留
野
一
、
五
、
六
、
一
一
、
一
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

一�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
相
馬
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
領
域
治
山
対

策
グ
ル
ー
プ
及
び
相
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

双
葉
郡
富
岡
町
大
字
上
手
岡
字
大
木
戸
川
原
三
の
四
、
六
の
五
、
六
の
一
三
、
一
〇
八
の
三
、
一
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一
般
国
道

一
一
八
号

路
線
名

須
賀
川
市
西
川
字
辰
ノ
口

八
七
番
地
先
か
ら

同

市
稲
字
境
五
三
番

一
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

一
二
・
二
〜

四
五
・
八

Ａ

一
二
・
二
〜

四
五
・
八

Ｂ

九
・
五
〜

一
六
・
二

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
八
〇
・
〇

二
八
〇
・
〇

九
八
・
〇

延

長

(
メ
ー
ト
ル)

一
般
国
道

四
〇
一
号

路
線
名

南
会
津
郡
南
会
津
町
字
古

町
字
新
坂
七
三
五
番
四
地

先
か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
一
地

南
会
津
郡
南
会
津
町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
四
地
先

か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
一
地

先
ま
で

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
か
ら

同

郡
同

町
白
沢

字
下
ノ
原
八
〇
番
地
先
ま

で同

郡
同

町
白
沢

字
下
ノ
原
八
〇
番
地
先
か

ら同

郡
同

町
白
沢

字
上
ノ
原
一
五
八
番
地
先

ま
で

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
か
ら

同

郡
同

町
白
沢

字
上
ノ
原
一
五
八
番
地
先

ま
で

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
一
地

先
か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
ま
で

区

間

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

九
・
〇
〜

五
四
・
〇

Ａ

九
・
〇
〜

五
四
・
〇

Ｂ

七
・
〇
〜

一
六
・
〇

Ｃ

六
・
〇
〜

二
三
・
〇

Ｄ

一
二
・
〇
〜

四
七
・
〇

Ｅ

三
八
・
〇
〜

六
三
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
二
〇
・
〇

二
二
〇
・
〇

五
五
・
五

一
、
二
三
〇
・
二

一
、
二
三
五
・
六

一
八
四
・
四

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

〇
八
の
八
二
、
一
〇
八
の
八
四
、
一
〇
八
の
八
五
、
一
一
五
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

一�

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
富
岡
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
領
域
治
山
対

策
グ
ル
ー
プ
及
び
富
岡
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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県
道
飯
坂

桑
折
線

路
線
名

一
般
国
道

四
〇
一
号

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
蟹

屋
敷
一
三
番
一
地
先
か
ら

同

市
飯
坂
町
東
湯
野
字

橋
本
一
〇
番
二
地
先
ま
で

区

間

南
会
津
郡
南
会
津
町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
四
地
先

か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
一
地

先
ま
で

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
か
ら

同

郡
同

町
白
沢

字
下
ノ
原
八
〇
番
地
先
ま

で同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
か
ら

同

郡
同

町
白
沢

字
上
ノ
原
一
五
八
番
地
先

ま
で

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
一
地

先
か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
ま
で

先
か
ら

同

郡
同

町
古
町

字
新
坂
七
三
五
番
三
五
地

先
ま
で

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

変
更
後

九
・
〇
〜

二
九
・
〇

五
・
五
〜

九
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

Ａ

九
・
〇
〜

五
四
・
〇

Ｂ

七
・
〇
〜

一
六
・
〇

Ｄ

一
二
・
〇
〜

二
八
・
〇

Ｅ

三
八
・
〇
〜

六
三
・
〇

Ｅ

三
八

〇

六
三
・
〇

一
、
一
六
七
・
六

一
、
一
六
七
・
六

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

二
二
〇
・
〇

五
五
・
五

一
、
二
三
五
・
六

一
八
四
・
四

一
八
四
・
四

県
道
飯
坂
桑
折
線

路

線

名

県
道
飯
坂

桑
折
線

路
線
名

公

告
福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
蟹

屋
敷
一
三
番
一
地
先
か
ら

同

市
飯
坂
町
東
湯
野
字

橋
本
一
〇
番
二
地
先
ま
で

区

間

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
蟹
屋
敷
一
三
番
一
地
先
か
ら

同

市
飯
坂
町
東
湯
野
字
橋
本
一
〇
番
二
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

九
・
〇
〜

二
九
・
〇

五
・
五
〜

九
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
、
一
六
七
・
六

一
、
一
六
七
・
六

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

平
成
一
九
年

四
月
一
三
日

供

用

開

始

の

期

日

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県

県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
二
号

平
成
十
九
年
度
福
島
県
職
員
採
用
選
考
予
備
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

試
験
を
実
施
す
る
職
種

獣
医
師

二

試
験
期
日

平
成
十
九
年
五
月
十
一
日(

金)

三

受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
十
九
年
四
月
十
六
日(

月)

か
ら
同
年
五
月
七
日(

月)

ま
で

四

受
付
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
務
領
域
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ(

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

電
話(

〇
二
四)

五
二
一
―
七
二
一
九)

又
は
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
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プ(

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

電
話(

〇
二
四)

五
二
一
―
七
三
九
一)

(

人
事
領
域
人
事
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
三

平
成
十
八
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
お
け
る
名
簿
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令(

昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下｢

施
行
令｣

と
い
う
。)

第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
福
島
県
財
務

規
則(

昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
。
以
下｢

財
務
規
則｣

と
い
う
。)

第
二
百
四
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

件
名
及
び
予
定
数
量

平
成
十
八
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
お
け
る
名
簿
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
業
務

一
式

２

業
務
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

３

履
行
期
間

契
約
締
結
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

４

履
行
場
所

仕
様
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る

者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
を
次
に
掲
げ
る

場
所
に
提
出
し
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
。

な
お
、
平
成
十
九
年
五
月
二
日(

水)

午
後
五
時
ま
で
に
当
該
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

当
該
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

郵
便
番
号
九
六
〇
―
八
六
七
〇

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

福
島
県
企
画
調
整
部
情
報
統
計
領
域
統
計
調
査
グ
ル
ー
プ

電
話
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
一
四
七

四

契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

１

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

三
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
。

２

入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
九
年
四
月
二
十
四
日(

火)

午
後
一
時
三
十
分

福

島
県
自
治
会
館
五
階
福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
調
査
グ
ル
ー
プ
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
審
査
会

場(

福
島
県
福
島
市
中
町
八
番
二
号)

３

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
九
年
五
月
十
七
日(

木)

午
後
一
時
三
十
分

福

島
県
庁
西
庁
舎
十
二
階
第
二
会
議
室(

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号)

４

そ
の
他

郵
便
に
よ
る
入
札
は
、
不
可
と
す
る
。

五

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

１

入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
金
額
の
百
分
の
三
以
上
の
額
の
入
札
保

証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
財
務
規
則
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
各
号
に
該

当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。

２

契
約
保
証
金

落
札
者
は
、
契
約
金
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
財
務
規
則
第
二
百
二
十
九
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。

六

入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
封
印
し
た
入
札
書
を
入
札
書
の
提
出
期
限
ま
で

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
提
出
し
た
書
類
に

関
し
、
福
島
県
知
事
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

入
札
の
無
効

二
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

八

そ
の
他

１

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の

五
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額(

当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額)

を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係
る

課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
五

分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

３

契
約
書
作
成
の
要
否

要

４

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(

情
報
統
計
領
域
統
計
調
査
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
四
号

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四

十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴

聞
を
行
う
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

聴
聞
の
期
日

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日(

金)

午
後
二
時

二

聴
聞
の
場
所

郡
山
市
麓
山
一
丁
目
一
番
一
号

福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎
二
階
第
四
会
議
室

三

聴
聞
の
内
容

有
限
会
社
山
一
ガ
ス(

旧
有
限
会
社
ハ
ウ
ス
セ
ン
タ
ー
不
動
産
企
画)

は
、
不
正
の
手
段
に
よ
り

法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
こ
と
及
び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
に
違
反
し
た
こ
と
に
つ
き
、

法
第
二
十
六
条
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
の
登
録
を
取
り
消
す

こ
と
に
つ
い
て
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(

県
民
安
全
領
域
消
防
保
安
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
五
号

福
島
県
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
要
綱(

平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号)

第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
変
更
事
前
協
議
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

設
置
等
予
定
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
平
和
物
産

代
表
取
締
役

吉
田

一
郎

福
島
県
須
賀
川
市
南
町
一
二
九
番
地

二

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
予
定
地
区

福
島
県
須
賀
川
市
小
倉
字
牡
丹
平
地
内

三

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
種
類

産
業
廃
棄
物
指
定
処
理
施
設(

汚
泥
、
廃
酸
、
木
く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
及
び
動
物
の
ふ
ん
尿
の

堆
肥
化
施
設)

二
基

四

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
処
理
能
力

一
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日(

二
十
四
時
間)

六
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日(

二
十
四
時
間)

(

環
境
保
全
領
域
産
業
廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

自
立
支
援

指
定
す
る

主
と
し
て
担

医
療
の
種

診
療
科
名

す
る
医
師
又

類

歯
科
医
師

株
式
会
社
司
生

福
島
市
大
町
四
―

平
成
一
九
年

育
成
医
療

調
剤

堂
薬
局

六

四
月
一
日

更
生
医
療

白
河
調
剤
薬
局

白
河
市
横
町
八
七

同

同

同

―
二

さ
く
ら
薬
局
横

同

市
横
町
一
一

同

同

同

町
店

七

さ
く
ら
薬
局
白

同

市
道
場
小
路

同

同

同

河
中
央
店

九
一
―
九

さ
く
ら
薬
局
新

西
白
河
郡
西
郷
村

同

同

同

白
河
店

字
下
前
田
東
五
―

一
大
松
ビ
ル
二
階

す
ず
ら
ん
薬
局

会
津
若
松
市
宮
町

同

同

同

六
―
四

真
宮
薬
局

同

市
真
宮

同

同

同

新
町
北
一
―
一
一

―
四

ト
リ
ム
薬
局
山

同

市
本
町

同

同

同

鹿
店

一
―
三
五

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

同

市
中
島

同

同

同

ズ
薬
局
飯
盛
店

町
六
―
一

蔵
ま
ち
薬
局

喜
多
方
市
字
長
面

同

同

同

三
〇
八
六

ひ
の
で
薬
局

同

市
字
永
久

同

同

同

七
七
一
五
―
一

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

福
島
市
泉
字
泉
川

同

同

同

ズ
薬
局
泉
店

三
―
二
一

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

同

市
大
町
七
―

同

同

同

ズ
薬
局
大
町
店

一
一

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

同

市
鎌
田
字
原

同

同

同

ズ
薬
局
鎌
田
店

際
七
七

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

同

市
北
沢
又
字

同

同

同

ズ
薬
局
北
沢
又

成
出
二
四
―
五

店

平成19年４月13日 金曜日 福 島 県 報 第1866号298



フ
ァ
ー
マ
ラ
イ

同

市
鎌
田
字
卸

同

同

同

ズ
薬
局
卸
町
店

町
一
二
―
一

医
療
法
人
育
慈

西
白
河
郡
西
郷
村

同

同

訪
問
看
護

会
訪
問
看
護
ス

大
字
米
字
西
原
三

テ
ー
シ
ョ
ン
い

―
五

わ
し
な

さ
く
ら
薬
局
会

会
津
若
松
市
湯
川

同

同

調
剤

津
若
松
店

町
一
―
六
二

そ
う
ご
う
薬
局

喜
多
方
市
関
柴
町

同

同

同

喜
多
方
店

上
高
額
字
広
面
六

五
七
―
一
〇

有
限
会
社
す
こ

耶
麻
郡
猪
苗
代
町

同

同

同

や
か
薬
局

字
古
城
町
六
六
―

二

ひ
の
き
薬
局

会
津
若
松
市
東
千

同

同

同

石
一
―
二
―
二
九

う
え
の
歯
科
医

喜
多
方
市
字
原
田

同

同

歯
科
矯
正

上
野

陽
子

院

三
六
二
一
―
一

医
療
法
人
社
団

会
津
若
松
市
材
木

同

同

同

吉
田

徹

徹
心
会
西
若
松

町
一
―
五
―
三
三

矯
正
歯
科
ク
リ

吉
田
ビ
ル
二
階

ニ
ッ
ク

有
限
会
社
た
ま

石
川
郡
玉
川
村
大

同

同

調
剤

か
わ
薬
局

字
小
高
字
中
綴
一

八
―
七

し
の
ぶ
薬
局

西
白
河
郡
矢
吹
町

同

同

同

本
町
二
一
五

コ
ス
モ
調
剤
薬

福
島
市
永
井
川
字

同

同

同

局
永
井
川
店

北
谷
地
八
―
一

有
限
会
社
十
字

南
会
津
郡
南
会
津

同

同

同

堂
薬
局

町
田
島
字
中
町
甲

三
九
四
八
―
一

福
島
県
厚
生
農

白
河
市
横
町
一
一

同

同

腎
臓

喜
屋
武

淳

業
協
同
組
合
連

四

合
会
白
河
厚
生

総
合
病
院

あ
い
あ
い
薬
局

南
会
津
郡
只
見
町

同

同

調
剤

只
見
店

大
字
長
浜
字
唱
平

二
三
―
二

財
団
法
人
大
原

福
島
市
鎌
田
字
中

同

同

心
臓
脈
管

萩
原

賢
一

綜
合
病
院
附
属

江
三
三

外
科

大
原
医
療
セ
ン

タ
ー

あ
お
ば
薬
局

同

市
南
矢
野
目

同

同

調
剤

字
鼓
原
一
八
―
一

八

き
り
ふ
や
薬
局

伊
達
郡
川
俣
町
字

同

同

同

鉄
炮
町
七
六

ク
オ
ー
ル
薬
局

喜
多
方
市
松
山
町

同

同

同

喜
多
方
店

村
松
字
北
原
三
六

四
三
―
五

福
島
県
立
会
津

会
津
若
松
市
城
前

同

更
生
医
療

整
形
外
科

佐
藤

勝
彦

総
合
病
院

一
〇
―
七
五

心
臓
脈
管

渡
邊

正
明

外
科

免
疫

黒
沢

正
喜
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財
団
法
人
竹
田

同

市
山
鹿

同

育
成
医
療

眼
科

寺
島

寛
隆

綜
合
病
院

町
三
―
二
七

更
生
医
療

整
形
外
科

中
島

俊
則

形
成
外
科

今
野

宗
昭

腎
臓

渡
部
良
一
郎

小
腸

木
嶋

泰
興

免
疫

若
林

博
人

心
臓
脈
管

前
塲

覚

外
科

腎
移
植

新
井

啓

合
資
会
社
岩
田

喜
多
方
市
惣
座
宮

同

同

調
剤

薬
局

二
七
一
一

あ
さ
い
薬
局

耶
麻
郡
猪
苗
代
町

同

同

同

大
字
千
代
田
字
中

島
二
九
―
三

あ
さ
い
薬
局
本

同

郡
同

町

同

同

同

町
店

字
本
町
四
二

会
津
中
央
病
院

会
津
若
松
市
鶴
賀

同

同

脳
神
経
外

前
田
佳
一
郎

町
一
―
一

科腎
臓

長
澤

正
人

口
腔

宮
島

久

歯
科
矯
正

同

整
形
外
科

高
須

誠

み
ず
き
薬
局

同

市
一
箕

同

同

調
剤

町
亀
賀
字
藤
原
四

一
六
―
二

綜
合
病
院
福
島

福
島
市
入
江
町
一

同

同

脳
神
経
外

渡
部

洋
一

赤
十
字
病
院

一
―
三
一

科

き
ら
り
薬
局

須
賀
川
市
上
北
町

同

同

調
剤

三
一

有
限
会
社
渡
辺

田
村
市
船
引
町
船

同

同

同

薬
局

引
字
南
町
通
一
三

五

し
み
ず
薬
局

石
川
郡
浅
川
町
大

同

同

同

字
浅
川
字
本
町
二

有
限
会
社
ミ
ネ

福
島
市
万
世
町
一

同

同

同

ギ
シ
薬
局

―
二
三

有
限
会
社
し
み

同

市
矢
倉
下
一

同

同

同

ず
薬
局
し
の
ぶ

四
―
一

ヶ
丘
店

け
や
き
薬
局

会
津
若
松
市
大
町

同

同

同

一
―
一
―
一
六

コ
ス
モ
調
剤
薬

二
本
松
市
針
道
字

同

同

同

局
東
和
町
店

蔵
下
一
一
〇
―
一

コ
ス
モ
調
剤
薬

福
島
市
泉
字
火
焼

同

同

同

局
泉
店

津
一
七
―
一

コ
ス
モ
調
剤
薬

岩
瀬
郡
鏡
石
町
本

同

同

同

局
鏡
石
店

町
二
〇
一

有
限
会
社
フ
ジ

須
賀
川
市
本
町
四

同

同

同

薬
局

七
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ア
イ
ラ
ン
ド
薬

同

市
東
作
一

同

同

同

局
東
作
店

四
六
―
一
八

医
療
法
人
平
心

同

市
丸
田
町

同

同

整
形
外
科

津
田

謙
矢

会
須
賀
川
病
院

一
七

公
立
藤
田
総
合

伊
達
郡
国
見
町
大

同

同

同

堀
川

哲
男

病
院

字
塚
野
目
字
三
本

木
一
四

薬
局
マ
ツ
モ
ト

福
島
市
栄
町
一
―

同

同

調
剤

キ
ヨ
シ
エ
ス
パ

一

ル
福
島
店

公
立
相
馬
総
合

相
馬
市
新
沼
字
坪

同

同

整
形
外
科

大
垣

守

病
院

ヶ
迫
一
四
一

医
療
法
人
西
会

双
葉
郡
浪
江
町
大

同

同

腎
臓

尾
澤

康
彰

西
病
院

字
権
現
堂
字
下
柳

町
六

サ
ト
ウ
フ
ァ
ー

南
相
馬
市
鹿
島
区

同

同

調
剤

マ
シ
ー
薬
局

横
手
字
町
田
二
一

そ
う
ご
う
薬
局

同

市
原
町
区

同

同

同

旭
町
店

旭
町
三
―
二
三

わ
か
ば
薬
局

双
葉
郡
双
葉
町
大

同

同

同

字
長
塚
字
町
四
七

―
三

ま
ち
の
薬
局
扇

会
津
若
松
市
扇
町

同

同

同

町
店

三
一

医
療
法
人
社
団

同

市
新
横

同

更
生
医
療

腎
臓

玉
木

信

と
き
わ
会
会
津

町
一
―
二
六

ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
い
山
鹿
薬
局

同

市
山
鹿

同

育
成
医
療

調
剤

町
四
―
二
五

更
生
医
療

横
田
泌
尿
器
科

福
島
市
野
田
町
六

同

同

腎
臓

横
田
季
世
士

―
六
―
一
三

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
九
十
七
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
相
談
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所

事
業
所
の

事
業
者

事
業
者
の
主

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の

の
名
称

所

在

地

の
名
称

た
る
事
務
所

の
種
類

主
た
る
対
象

の
所
在
地

者

福
島
市

福
島
市
森
合

社
会
福

福
島
市
森
合

平
成
一
九
年

相
談
支
援

身
体
障
害
者

社
会
福

町
一
〇
番
一

祉
法
人

町
一
〇
番
一

四
月
一
日

祉
協
議

号

福
島
市

号

会
指
定

社
会
福

相
談
支

祉
協
議

援
事
業

会

所地
域
生

耶
麻
郡
猪
苗

社
会
福

西
白
河
郡
西

同

同

身
体
障
害
者

活
支
援

代
町
大
字
長

祉
法
人

郷
村
大
字
小

知
的
障
害
者

セ
ン
タ

田
字
西
五
十

福
島
県

田
倉
字
上
上

障
害
児

ー
い
な

滝
三
九
六
七

社
会
福

野
原
五
番
地

精
神
障
害
者

わ
し
ろ

―
一

祉
事
業

三

団

地
域
生

西
白
河
郡
矢

同

同

同

同

同

活
支
援

吹
町
鍋
内
八

セ
ン
タ

三

ー
や
ぶ

き地
域
生

双
葉
郡
浪
江

同

同

同

同

同
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福
島
県
公
安
委
員
会

活
支
援

町
大
字
加
倉

セ
ン
タ

字
今
神
七
八

ー
な
み

え相
談
支

二
本
松
市
安

社
会
福

二
本
松
市
安

同

同

精
神
障
害
者

援
事
業

達
ヶ
原
一
丁

祉
法
人

達
ヶ
原
一
丁

所
に
こ

目
二
八
四
番

あ
だ
ち

目
二
九
一
番

に
こ
ふ

地
一

福
祉
会

地
一

れ
あ
い

セ
ン
タ

ーさ
ざ
な

西
白
河
郡
西

社
会
福

西
白
河
郡
西

同

同

知
的
障
害
者

み
学
園

郷
村
大
字
小

祉
法
人

郷
村
大
字
小

障
害
児

田
倉
字
大
清

清
峰
会

田
倉
字
大
清

水
三
八
九
番

水
三
八
九
番

地
五

地
五

指
定
相

白
河
市
関
辺

社
会
福

白
河
市
関
辺

同

同

身
体
障
害
者

談
支
援

引
目
橋
三
四

祉
法
人

引
目
橋
三
四

精
神
障
害
者

事
業
所

番
六

真
�
会

番
六

ひ
も
ろ

ぎ
の
園

い
わ
き

い
わ
き
市
平

特
定
非

い
わ
き
市
平

同

同

障
害
児

母
子
訓

馬
目
字
馬
目

営
利
活

馬
目
字
馬
目

練
セ
ン

崎
五
二
番
地

動
法
人

崎
五
二
番
地

タ
ー

母
子
通

園
セ
ン

タ
ー

ラ
イ
フ

同

市
常

社
会
福

同

市
常

同

同

身
体
障
害
者

サ
ポ
ー

磐
下
船
尾
町

祉
法
人

磐
下
船
尾
町

知
的
障
害
者

ト
セ
ン

東
作
五
一
番

育
成
会

東
作
五
一
番

障
害
児

タ

ー

地

地

精
神
障
害
者

｢

ゆ
う
・

ゆ
う｣

あ
さ
か

郡
山
市
安
積

社
会
福

郡
山
市
安
積

同

同

知
的
障
害
者

あ
す
な

町
大
森
町
七

祉
法
人

町
笹
川
字
経

障
害
児

ろ
荘

〇
―
一

安
積
愛

坦
二
八
番
地

育
園

相
談
支

双
葉
郡
富
岡

社
会
福

双
葉
郡
富
岡

同

同

身
体
障
害
者

援
双
葉

町
大
字
大
菅

祉
法
人

町
大
字
大
菅

知
的
障
害
者

事
業
所

字
蛇
谷
須
七

福
島
県

字
蛇
谷
須
七

障
害
児

九
番
地

福
祉
事

九
番
地

精
神
障
害
者

業
協
会

相
談
支

南
相
馬
市
原

同

同

同

同

同

援
相
馬

町
区
金
沢
字

事
業
所

割
田
二
二
八

番
地

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第
５
号

警
備
業
法
(昭
和
47年

法
律
第
117号

｡
以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定

に
よ
り
､
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
｡

平
成
19年
４
月
13日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
粟
野

章
１
講
習
の
区
分
､
期
間
及
び
日
時
並
び
に
場
所

�
区
分

ア
法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢雑
踏
・
交
通
誘
導

警
備
講
習
｣
と
い
う
｡
)

イ
法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢運
搬
警
備
講
習
｣

と
い
う
｡
)

�
期
間
及
び
日
時

ア
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

�
期
間
６
日
間

�
日
時
平
成
19年
６
月
４
日
(月
)
か
ら
同
月
11日

(月
)
ま
で
(土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

イ
運
搬
警
備
講
習

�
期
間
６
日
間
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�
日
時
平
成
19年
10月
10日

(水
)
か
ら
同
月
17日

(水
)
ま
で
(土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�
場
所
福
島
県
青
少
年
会
館
(福
島
県
福
島
市
黒
岩
字
田
部
屋
53番
５
)

電
話
024
-546

-8311
２
受
講
定
員

各
講
習
30名

３
受
講
対
象
者

警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
､
次
の
�
か
ら
�
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
最
近
５
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年

以
上
で
あ
る
者

�
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
｡
以
下
｢検

定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る
｡
)
に
係
る
法
第
23条
第
４
項
の
合
格
証
明
書
(以
下
｢合
格
証
明
書
｣
と
い
う
｡
)
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

�
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

�
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
(昭
和
61

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号
｡
以
下
｢旧
検
定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
１
条
第
２
項
に
規
定

す
る
１
級
の
検
定
(以
下
｢旧
１
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)
(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る
｡
)
に
合
格
し
た
者

�
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(以
下
｢旧
２
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)

(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
検
定

に
合
格
し
た
後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い

る
も
の

４
受
講
申
込
手
続
等

�
受
講
申
込
手
続

受
講
を
希
望
す
る
者
(以
下
｢受
講
希
望
者
｣
と
い
う
｡
)
は
､
福
島
県
内
の
各
警
察
署
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
､
写
真
(６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､
無
背

景
の
正
面
の
顔
写
真
で
､
縦
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
)
１
葉
を

は
り
付
け
､
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
(福
島
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
､
福
島

県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署
)
に
提
出
す
る
こ
と
｡

な
お
､
郵
送
に
よ
る
申
込
み
及
び
本
人
以
外
の
者
が
行
う
申
込
み
は
､
受
け
付
け
な
い
｡

�
添
付
書
類

�
の
受
講
申
込
書
に
は
､
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類
を
添
付
す

る
こ
と
｡

ア
３
の
�
に
掲
げ
る
者
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
及
び
履
歴
書
各
１
通

イ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
当
該
警
備
業
務
１
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
１
通

ウ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
当
該
警
備
業
務
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
継
続

し
て
１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係

る
書
面
各
１
通

エ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
１
級
検
定
(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に

係
る
旧
検
定
規
則
第
８
条
に
規
定
す
る
合
格
証
(以
下
｢合
格
証
｣
と
い
う
｡
)
の
写
し
１

通
オ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
２
級
検
定
(当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に

係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
継
続
し
て
１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
各
１
通

�
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間

ア
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

平
成
19年
５
月
７
日
(月
)
か
ら
同
月
９
日
(水
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

イ
運
搬
警
備
講
習

平
成
19年
９
月
５
日
(水
)
か
ら
同
月
７
日
(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

な
お
､
各
講
習
と
も
受
講
申
込
み
の
先
着
順
に
受
講
者
を
決
定
し
､
受
講
者
の
数
が
定
員
に

達
し
た
と
き
は
､
そ
の
後
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
､
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
締
め
切

る
も
の
と
す
る
｡

�
講
習
内
容
及
び
修
了
考
査

講
習
は
､
警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
た
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､

38時
限
行
う
も
の
と
し
､
各
講
習
の
最
終
日
に
修
了
考
査
(五
枝
択
一
式
問
題
が
40問
で
､
試
験

時
間
が
100分

間
の
も
の
)
を
実
施
す
る
｡

�
受
講
手
数
料

ア
金
額
38,000円

イ
納
付
方
法

福
島
県
収
入
証
紙
に
よ
り
､
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
｡

な
お
､
既
納
の
受
講
手
数
料
は
､
返
還
し
な
い
｡

�
そ
の
他

ア
受
講
者
は
､
講
習
初
日
の
午
前
８
時
30分
ま
で
に
１
の
�
に
掲
げ
る
場
所
に
集
合
し
､
受
付

を
済
ま
せ
る
こ
と
｡

イ
受
講
に
際
し
て
は
､
筆
記
具
を
持
参
す
る
こ
と
｡

５
講
習
の
委
託
先

社
団
法
人
福
島
県
警
備
業
協
会
(福
島
県
福
島
市
中
町
４
番
20号

み
ん
ゆ
う
ビ
ル
401号

)
電
話
024
-523

-4911
６
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
960
-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
024
-522

-2151
内
線
3026又

は
3027
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(生
活
安
全
企
画
課
)

福
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第
６
号

警
備
業
法
(昭
和
47年

法
律
第
117号

｡
以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定

に
よ
り
､
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
｡

平
成
19年
４
月
13日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
粟
野

章
１
講
習
の
区
分
､
期
間
及
び
日
時
並
び
に
場
所

�
区
分

ア
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢施
設
警
備
講
習
｣

と
い
う
｡
)

イ
法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢雑
踏
・
交
通
誘
導

警
備
講
習
｣
と
い
う
｡
)

ウ
法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢運
搬
警
備
講
習
｣

と
い
う
｡
)

エ
法
第
２
条
第
１
項
第
４
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢身
辺
警
備
講
習
｣

と
い
う
｡
)

�
期
間
及
び
日
時

ア
施
設
警
備
講
習

�
第
１
回

ａ
期
間
４
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
５
月
15日

(火
)
か
ら
同
月
18日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
２
回

ａ
期
間
４
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
７
月
17日

(火
)
か
ら
同
月
20日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
３
回

ａ
期
間
４
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
８
月
30日

(木
)
か
ら
同
年
９
月
４
日
(火
)
ま
で
(土
曜
日
及
び

日
曜
日
を
除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

イ
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

�
第
１
回

ａ
期
間
２
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
５
月
28日

(月
)
か
ら
同
月
29日

(火
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
２
回

ａ
期
間
２
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
６
月
25日

(月
)
か
ら
同
月
26日

(火
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
３
回

ａ
期
間
２
日
間

ｂ
日
時
平
成
19年
９
月
20日

(木
)
か
ら
同
月
21日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

ウ
運
搬
警
備
講
習

�
期
間
２
日
間

�
日
時
平
成
19年
10月
２
日
(火
)
か
ら
同
月
３
日
(水
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

エ
身
辺
警
備
講
習

�
期
間
２
日
間

�
日
時
平
成
19年
７
月
２
日
(月
)
か
ら
同
月
３
日
(火
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

�
場
所
福
島
県
青
少
年
会
館
(福
島
県
福
島
市
黒
岩
字
田
部
屋
53番
５
)

電
話
024
-546

-8311
２
受
講
定
員

�
施
設
警
備
講
習
各
回
90名

�
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習
各
回
90名

�
運
搬
警
備
講
習
30名

�
身
辺
警
備
講
習
30名

３
受
講
対
象
者

平
成
17年
11月
21日
現
在
に
お
い
て
､
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(平
成
16年
法
律
第

50号
)
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
11条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
警
備
員
指
導
教
育
責

任
者
資
格
者
証
(以
下
｢旧
資
格
者
証
｣
と
い
う
｡
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

な
お
､
旧
資
格
者
証
は
､
平
成
19年
11月
21日
に
失
効
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
､
注
意
す
る
こ
と
｡

４
受
講
申
込
手
続
等

�
受
講
申
込
手
続

受
講
を
希
望
す
る
者
(以
下
｢受
講
希
望
者
｣
と
い
う
｡
)
は
､
福
島
県
内
の
各
警
察
署
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
､
写
真
(６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､
無
背

景
の
正
面
の
顔
写
真
で
､
縦
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
)
１
葉
を

は
り
付
け
､
旧
資
格
者
証
の
写
し
を
添
え
て
､
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
(福
島
県
外
に
住
所

を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
､
福
島
県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署
)
に
提
出
す
る
こ
と
｡

な
お
､
郵
送
に
よ
る
申
込
み
及
び
本
人
以
外
の
者
が
行
う
申
込
み
は
､
受
け
付
け
な
い
｡

�
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間

ア
施
設
警
備
講
習

�
第
１
回
平
成
19年
４
月
16日

(月
)
か
ら
同
月
20日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
２
回
平
成
19年
６
月
４
日
(月
)
か
ら
同
月
８
日
(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
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三

ペ
ー
ジ 福

島
県
選
挙
管
理
委
員
会

上 段

後
ろ
か

ら
一
四

行

附
則
第
四
項
の
規
定

正

附
則
第
四
項
の
改
正
規
定

誤

後
５
時
ま
で

�
第
３
回
平
成
19年
７
月
９
日
(月
)
か
ら
同
月
13日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

イ
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

�
第
１
回
平
成
19年
４
月
23日

(月
)
か
ら
同
月
27日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
２
回
平
成
19年
５
月
14日

(月
)
か
ら
同
月
18日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

�
第
３
回
平
成
19年
８
月
６
日
(月
)
か
ら
同
月
10日

(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

ウ
運
搬
警
備
講
習

平
成
19年
９
月
３
日
(月
)
か
ら
同
月
５
日
(水
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

エ
身
辺
警
備
講
習

平
成
19年
５
月
21日

(月
)
か
ら
同
月
23日

(水
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

な
お
､
各
講
習
と
も
受
講
申
込
み
の
先
着
順
に
受
講
者
を
決
定
し
､
受
講
者
の
数
が
定
員
に

達
し
た
と
き
は
､
そ
の
後
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
､
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
締
め
切

る
も
の
と
す
る
｡

�
講
習
内
容
及
び
修
了
考
査

講
習
は
､
警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
た
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､

施
設
警
備
講
習
に
あ
っ
て
は
23時
限
､
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習
及
び
運
搬
警
備
講
習
に
あ
っ

て
は
14時
限
､
身
辺
警
備
講
習
に
あ
っ
て
は
10時
限
行
う
も
の
と
し
､
各
講
習
の
最
終
日
に
修
了

考
査
(五
枝
択
一
式
問
題
が
14問
で
､
試
験
時
間
が
35分
間
の
も
の
)
を
実
施
す
る
｡

�
受
講
手
数
料

ア
金
額

�
施
設
警
備
講
習
23,000円

�
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習
14,000円

�
運
搬
警
備
講
習
14,000円

�
身
辺
警
備
講
習
10,000円

イ
納
付
方
法

福
島
県
収
入
証
紙
に
よ
り
､
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
｡

な
お
､
既
納
の
受
講
手
数
料
は
､
返
還
し
な
い
｡

�
そ
の
他

ア
受
講
者
は
､
講
習
初
日
の
午
前
８
時
30分
ま
で
に
１
の
�
に
掲
げ
る
場
所
に
集
合
し
､
受
付

を
済
ま
せ
る
こ
と
｡

イ
受
講
に
際
し
て
は
､
筆
記
具
を
持
参
す
る
こ
と
｡

５
講
習
の
委
託
先

社
団
法
人
福
島
県
警
備
業
協
会
(福
島
県
福
島
市
中
町
４
番
20号

み
ん
ゆ
う
ビ
ル
401号

)
電
話
024
-523

-4911
６
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
960
-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
024
-522

-2151
内
線
3026又

は
3027

(生
活
安
全
企
画
課
)

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
六
号

公
職
選
挙
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
と

し
て
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨
、
桑
折
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

新

妻

威

男

指
定
年
月
日

指
定
施
設
の

指
定
施
設
の

指
定
施
設
の

聴
衆
席
の
面
積

聴
衆
席
収
容

所

在

地

名

称

管

理

者

見
込
人
員
数

平
成
一
九
年

桑
折
町
大
字

桑
折
町
民
体

桑
折
町
長

九
四
〇
平
方
メ

一
〇
〇
〇
人

三
月
二
九
日

上
郡
字
弁
慶

育
館

ー
ト
ル

二
〇
番
地

平
成
一
九
年

桑
折
町
大
字

桑
折
町
民
第

桑
折
町
長

七
六
一
平
方
メ

八
〇
〇
人

三
月
二
九
日

上
郡
字
林
泉

二
体
育
館

ー
ト
ル

寺
前
一
番
地

正

誤

○
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
付
け
号
外
第
二
十
四
号
中

平成19年４月13日 金曜日 福 島 県 報 第1866号 305


